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WTシリーズ用サンプルプログラムの使い方 
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WT5000/WT1800(E)/WT1600/WT3000(E)/WT500/WT300(E)

用サンプルプログラムの使い方 

Microsoft Visual Basic 6.0, Microsoft Visual C++ 6.0, 

VisualStudio2005/2008/2010/2013/2015/2017 

(Microsoft Visual Basic.Net, Microsoft Visual C++, Microsoft Visual 

C#) 
* WT1600はVisual Basic.NET, Visual C# はありません。 

* WT5000はVisual Studio2010/2013/2015/2017のみ対応 

 

手順 

１．Microsoft Visual C++ 6.0製品（以下VC）または，Microsoft Visual Basic 6.0製品（以下

VB）,またはVisual Studio製品（以下VS）をインストールされているPCをご用意くださ

い。 

２．ホームページに掲載されているサンプルプログラムをダウンロードして解凍します。 

VSをご使用の場合、サンプルプログラムとVSのバージョンを合わせてください。 

３．VCの場合は拡張子dsw， VBの場合は拡張子vbp，VSの場合は拡張子slnをダブルクリック

してソフトウエアを起動します。 

４．VCの場合は！にて，VBまたはVSの場合は『右向きの三角』にてプログラムを開始しま

す。以下のウインドウが表示されます。 

 

<WT5000/WT1800(E)/WT500/WT300(E)での表示例> 

 

 

足PleseSele<! the Conne,:tion type X 

ピ
三

[ Address ー

[ SerialNo. 

コ ］

三
r Et枇rNet (VXl-11) [ IP紐 ress 二

OK I Cancel I 
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※WT5000 /WT1800(E)/WT500/WT300(E)のサンプルプログラムには次の機能があります。 

開始時に接続情報ファイルがある場合、ファイルから接続情報を読み込み、各項目に設定した

状態で通信設定画面を表示します。 

接続情報ファイルがない場合、項目は設定されません。 

接続情報ファイルは、OKボタンを押して測定器との接続が成功した時点で作成/更新されま

す。 

また、Ethernet-VXI11、USB-TMCの右のボタンは、物理的にPCと接続状態にある測定器を検

索し、ご使用のサンプルプログラム対応の測定器であるか判断して、設定入力部に結果を表示

します。 

測定器が複数台見つかった場は設定入力部がコンボボックスとなり、結果をリストから選択で

きるようになります。 

 

<WT3000(E)での表示例> 

 

 

※本プログラムは横河製通信ライブラリ“ＴＭＣＴＬ”を使用しています。次のＵＲＬから“ＴＭ

祖 PIese Select the Connection type X 

r• GPIB I紐 ress 11 二l

I IP Add『ess
r Et枇rNet I Username fanonymous 
I Password 

r USB |凶dress 11 二l

I Port jcor.,1 二l
I Baud Rate 11200 二l

r RS232 I Format I 8-N0-1 
I Handshake I CTS-RTS 
I Termi閲 tor JLF 

OK Cancel 
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ＣＴＬ”をダウンロードしてtmctl readmeをお読みください 

https://tmi.yokogawa.com/jp/library/documents-downloads/software/tmctl/ 

  

https://tmi.yokogawa.com/jp/library/documents-downloads/software/tmctl/
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通信は以下の中から選択します。 

※WT1600はUSB機能がありません。 

※WT5000/WT1800(E)/WT500はRS232機能がありません。 

 

GPIB ： 通信アドレス１～３０中から選択します。 

※National Instruments社製GPIBカードがインストールされている必要があり

ます。 

Ethernet ： IPアドレス，ユーザー名，パスワードを設定します。 

初期状態では，ユーザー名はanonymousでありパスワードは設定されていませ

ん。 

※WT5000/WT1800(E)/WT500/WT300(E)はIPアドレスのみ設定してくださ

い。 

RS232 ： ポート，ボーレート，フォーマット，ハンドシェーク，ターミネーターを設定

します。 

USB ： 通信アドレス１～１２７から選択します。 

※WT5000/WT1800(E)/WT500/WT300(E)はシリアルを入力してください。 

また、USBドライバ（YTUSB/YKMUSB）をインストールする必要があります。 

https://tmi.yokogawa.com/jp/library/search/#/q=USB&s=r&t=6 

 

選択後，OKキーを押して設定画面に進みます。 

 

注意)このサンプルは、フリーソフトウエアです。したがって，本ソフトウエアはサポート/保証

はありません。 

 

  

https://tmi.yokogawa.com/jp/library/search/#/q=USB&s=r&t=6
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画面の説明（WT3000(E)） 

 

注意) サンプルプログラムはお断り無く変更する場合があります。 

 

  

データ更輌レートを霞定し．
SETを押し拿す．

レンジ警霞定するエレメン

トを遍択し攣す．

ヽ
ヽ
ヽ

ヘッダーのON/OFFの遍択ができ攣す．

遼偏コマンドの書鴫のON/OFFの選択ができ拿す．

ヽ
I 

＇ I 
’ 
＇ 

霞定のエラー傭輯などをm揚でe拿す．

五 コマンド―; つインの記這内喜壱ク

／ リアし攀す．

電圧レンジを霞定し， S口覺樗
し拿す．摩た， 電遭は，●檀入

カレンジあるいは外●入カレ

ンジ壱霞定し， SET書樗し摩す．

デーク歌襴するデータ散量を選択し拿す．

本サンブ/1,'.ノフトでは●大10項目拿での
霞定に鯛順してい攣す．

翫襴する瀾定デークの形式(ASCII/
BINARりそ切り●え拿す．

瀾定デーク患霞み込むためのファンク

ション．エレメント．次戴を霞定し攣す．

本讀定●●にないバラメーク（スケーリングなと浅●檀コマンド

ライン愛剛いて霞定でe拿す．コマンドを入力鶴.SENDポタンに
よりデーク送信でe拿す．
I 
I 

乎
こ
ド
る

こ

ン

”

口

＆
喜

t

茫

芸＂累さ
m

5

ク
に
た

t

—
ー
ド
し

モ
ン
慣
攀

記

ド
品
5

芦
守
t

のン

モ

ン

の

拿

ィ

ン

レ
さ
る

e

5
5
g
芸
”
”
孟
m
[

a圧
i
呻

g

ゥ
九

m
平
ど

送
電
冥
に
の

n
リ

}
—} 

ブログラム●●（本•
●)を輯了し拿す．

瀾定データを1國取襴し摩す。 ーーーーI 

漏定デークをデータ更輌レートごとに遍●して

デーク駐襴し拿す．

戴定した疇11111111で遍
纏してデーク翫襴し拿す．

ヽ

｀ 
ヽ

｀ 
、1 WT3000本停の霞定をリセットし拿す．

、1
入力したファイル名で ヽ ●●上で裏示しているアイテムを.WTに送り霞定し攣す．
データ儡存でe攣す． ヽ

ヽ
ヽ 讀定されているアイテム惰纏を霞み込み拿す．
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WT5000 /DSオプション対応サンプルプログラムの使い方 

VisualStudio2013(Microsoft Visual C++) 
 

手順 

WT5000/WT1800(E)/WT1600/WT3000(E)/WT500/WT300(E)用サンプルプログラムの使い方

をお読みください。 

 

注意)USB3.0、Ethernet(1000BASE-T)以外の接続の場合は、波形ストリーミングデータのパフォ

ーマンスが低下します。 

 

画面の説明 

 

注意) サンプルプログラムはお断り無く変更する場合があります。 

 

レンジを設定するエレメントを

選択します。

＼ 
廷WTSOOOComms;.,pl●

データ更斬レートを設定し、

SETを押します．

＼＼ 

ヘッダーのON/OFFの選択がで§す．

送flコマンドを省鴫のON/OFFの選択ができます．

＇ ＇ ＇ヽ 

本設定ii爾にないパラメータ（スケーリングな1::1を直攪コマンド
ラインを用いて設定できます．コマンドを入力後、SENDボタンに
よりデーク送償できます．

I 
ヽ 設定のエラー情輻などを取得できます．

‘‘、, f 
I ,-

ヽ ヽ X 
コマンドラインの記述内容を

クリアします．I 

歌得する測定データの形式

(ASCII/BINARY)を切り讐えます。

測定データを譲み込むためのファンクション、

エレメント、次数を設定します．

＇ 、、、、
らん口 IYO<OGAWA,WT5007,CJUG20025E,F2.0V.  

F如 dCー に“

測定設定五；；斬；；織しとて二 [ 03
サンブルレートを設定します ―l戸戸戸□三こ疇芦:--.. -三

"'"""' I st, ぃ—. !'、¥.— 
I I ¥、II、

I I I 、 、ヽ
測定テータと渥影ストリーミング ： ： ＼ ヽヽ ‘、 WTSOOO本体の設定をリセットします．

\~ ..... .. 曲”

電圧レンジを設定し、 SETを樗しま
す。また、電凜は、直撞入カレンジ

あるいは、外郎入カレ;r,;を設定し、 ――
SETを押します。

、~ I

三印,,,.. -; 
データ歌得するデータ数量を選択します．

本サンブルソフトでは最大10項目までの
設定に鯛隕しています。 一一 Num如 o111- l10 二J ~ ASQ] r OON• RY 

測定データを1回取得します．、

出力渡形のON/OFFを選択します。 一

濃影ストリーミングデータを1回耽得します．
取得前にサンプルレート、出力渡影、 一
鯛約果件(Constrains)を設定します． 向 WT5000 a.a交 • --

＇ 

11., 

ブログラム■Iii*●爾）を
----― 終了します。

渡影ストリーミングテータをデータ更斬レートごと

に運織してデータ取得します。

取得前にサンプルレート、出力濃影、

鯛約条件(Constrains)を設定します．

青枠はDSオプション用の設定です。

データの同罵ON/OFFを I I ¥ ヽ

＇ 選択します．
, 、、 ＼ 保存したバイナリファイル(Single)をcsvファイルに変撰します．

ヽ入力したファイル名で 、保存したバイナリファイル(UpdateRatelの
データ保存できます． ヽ csvファイル縞合変攘ON/OFFを選択します。

保存したバイナリファイル(UpdateRatelをCSVファイルに変攘します．


